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（別紙２－①） 

 

３．助成対象事業の成果（結果） 

 

【事業名】えひめ中小企業等アクティブ・サポ－ト事業 

（農商工ビジネス新商品開発補助事業）Ａ事業① 

 

【目的〈課題認識、方向性、目標、事業実施計画等〉】                    

 

 ＜目的＞ 

愛媛県内の豊かな自然環境から生み出される農林水産品（地域資源）を活用して、中小企業者

等によるDX（フードテックやデジタルマーケティング活用を視野に入れた新商品の開発など）や

新事業展開及び販路開拓に要する経費の一部を助成し、コロナ禍後のニーズ変化や物価高騰等に

対応するとともに中小企業者等の事業拡大、経営の安定化、県内一次産品・加工品の消費拡大、

農林漁業者の所得向上を推進し地域経済の活性化を図る。 

 

＜課題認識＞ 

コロナ禍後の消費生活、消費ニーズの変容や、世界情勢に伴うコスト増への対応が急務となっ

ており、急激な外部環境の変化の対応が求められているが、中小企業者が単独で新事業展開を行

うには、資金的なリスクが伴う。（物価高騰で資金的な余裕がない中、自力での研究開発等が困

難等。） 

 

＜方向性＞ 

 農商工連携によりこだわりの商品開発を行うことで市場が求める「価値ある商品」を創出し、

販路拡大支援を行うことで中小企業者の経営安定及び加工原料の需要増と適正価格での取引を通

じて愛媛県内農林漁業者の所得向上を推進し、地域経済の活性化を図る。 

 

＜目標＞ 

事業推進期間中に新事業展開及び農商工連携による商品開発等に必要な経費を年間10件程度助

成。また、県が設置するコーディネーターによる伴走支援を実施することにより、10 件以上の新

商品開発に道筋をつける。 

また、助成事業者のうち、海外バイヤーが参加する展示会への出展事業者数の20％増加を目指

す。令和６年度 45%（5 件/11 件） → 令和７年度 65％（6 件/10 件程度） 

 

＜事業実施計画等＞ 

○支援対象者 

 以下の県内中小企業であって、本事業へ申請を行い、その内容が本事業の趣旨に合致し、さら

に審査委員会にて採択された事業者 

 ・農林漁業者と中小企業者との連携体 

・コロナ禍後の消費者ニーズの変化や物価高騰に対応する中小企業者等。 

（ただし、連携体を構成する者のうち県外業者（県内の本社又は事業者等を有しない者）

は、助成対象者としない） 

○助成率 

 助成対象経費の２分の１以内 

○助成限度額 

 1,000千円以内/件 

○助成期間 

 １年以内 

○支援対象経費項目 

 謝金、旅費、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ調査費、原材料費、機械装置・工具器具費、展示会等出展費、委託費、

会議費、消耗品費、印刷製本費、資料購入費、通信運搬費、借料及び損料、人件費 
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○助成件数 

 10件程度/年 

○実施スケジュール 

 ４月 実施要領、交付要綱等制定 

 ４月下旬～６月中旬 補助事業公募 

 ６月下旬 一次審査 

 ７月上旬 二次審査 

 ８月～３月上旬 事業実施 

 ３月 事業完了 

 

【成果（結果）〈実施事業の内容・実績、実施した結果生まれた新たな課題等〉】        

 

＜実施事業の内容・実績＞ 

・助成件数 

 11件（応募16件） 

・採択額 

 10,000千円 

・決算額 

 9,998千円 

・助成事業 

申請者（連携体） 事業概要 採択額 決算額 

Ａ社 
輸出を目的とした愛媛県産野菜の旨味を活

かしたベジラーメン出汁の商品開発製造 800,000 800,000 

Ｂ社 

愛媛県産の農水産物（鯛、媛ポーク、松山

どり、野菜）などを活用した愛媛餃子の開

発・製造 1,000,000 1,000,000 

Ｃ社 
西条市産の規格外野菜を活用した調味料の

開発事業 400,000 400,000 

Ｄ社 

愛媛県産の農産物（桑の葉、ハーブ、有機

みかん）等を活用したブレンドスムージー

の開発、製造 1,000,000 1,000,000 

Ｅ社 

愛媛県産の畜産、農産物を活用した「体に

効く紅白愛がけスパイスカレーセット」の

開発・製造 800,000 800,000 

Ｆ社 

大三島産の高品質な葡萄を活用し、海外販

路を視野に入れた高級価格帯のプレミアム

ワインの開発・製造 1,000,000 998,000 

Ｇ社 
愛媛県産の農産物（果物等）を活用した

「高付加価値商品」の開発・製造 1,000,000 1,000,000 

Ｈ社 
愛媛県産農水産物を活用した冷凍総菜パン

の開発・製造事業 1,000,000 999,000 

Ｉ社 
鬼北町産「鬼北キジ」等を活用した、キジ

惣菜加工品の開発、製造 1,000,000 1,000,000 

Ｊ社 
新居浜産のこだわり野菜・柑橘等を活用し

たプレミアムピクルスの開発・製造 500,000 500,000 

Ｋ社 

「地産地消の酒造りプロジェクト」で復活

させた「久万高原町産山田錦」を活用した

「仁喜多津 純米大吟醸酒(仮称)」の商品開

発 1,000,000 1,000,000 

計11件 10,000,000 9,998,000 
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＜実施した結果生まれた新たな課題等＞ 

 消費者のマーケットニーズを踏まえた新商品開発としており、農商工連携ビジネスプロデュー

サーが伴走支援をすることで、すべての採択事業者において年度内に商品化が完了した。さら

に、今年度に開発した商品は継続して販売が出来るよう更なる商品のブラッシュアップに取り組

む。 

年度当初に公募し、１か月半程度の公募期間を設けて審査会を経て採択事業者を決定している

が、事業期間中に補助事業に関する相談を受けることもあり、公募期間での周知活動を徹底す

る。 

 

 

【評価〈計画と比較した目標の達成度〉、分析（実施した結果新たに生じた課題、数値の検証

等）】 

 

目標内容 R７実績 達成度 

年間10件以上の商品化 11件（31商品） 110％ 

展示会出展事業者の割合 55％（6件/11件） 85％ 

 

 年10件程度の助成を行うという目標に対し、審査委員会で審査を行った結果、16件の応募案件

の中から、11件を採択。開発商品数は延べ31商品であり、年度内にすべての事業者が商品開発を

完了したことは評価できる。 

 一方、展示会出展事業者の割合については、昨今の資材高騰や人件費の高騰等で全体的なコス

トが上昇している中、中小企業者においては資金面にハードルを感じており、結果的に目標達成

とならなかった。 

しかし、過年度に採択し開発した商品（Ｒ２～Ｒ４までの３年間で開発した商品数113商品が対

象）については75％の商品が現在も販売されており（売り上げがある）、この実績は一過性の流

行に頼らない「市場適合性の高さ」と「根強いファン獲得」を示す本事業の成果だと考える。 

 

 

【今後の進め方〈波及効果を含めて〉をどうするのか】                    

 

本事業により支援した各事業者の取組については、引き続きフォローを行い、更なる 売り上

げの拡大を図ることにより、支援事業者だけでなくサプライチェーン全体の売上増加を目指す。 

開発された商品の販路開拓については、当財団が行う国内向けの販路開拓支援（大都市圏のバ

イヤーを招聘した商談会の開催）を実施したり、県主催の百貨店における催事出展支援の他、EC

サイトのバイヤーやスーパーマーケットのバイヤーを招聘した商談会を開催しており、商品開発

のみならず、販路拡大支援を引き続き実施する。 
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（別紙２－②） 

 

３．助成対象事業の成果（結果） 

 

【事業名】えひめ中小企業等アクティブ・サポ－ト事業 

（ものづくり産業支援事業）Ａ事業① 

 

【目的〈課題認識、方向性、目標、事業実施計画等〉】                    

 

県内の「ものづくり産業」全般を支援対象に、産官学が連携した研究部会を設置し、新商品の

開発促進を行う。具体的には、県内ものづくり企業の新技術や製品の開発に必要な資材購入など

試験費用を助成・支援する。また、新製品の企画・立案や製品開発の問題解決に関して助言・指

導等を行う専門家の招へい等に対する支援を行う。さらには大型展示会の出展といった販路開拓

に向けた取組みに対しても支援を行う。 

この他、新たな支援企業等、新製品・新技術を発掘し、本事業終了年度以降の国の研究開発助

成事業の獲得･活用を図れるよう支援に取り組み、更なる地域経済の活性化を目指す。 

 

【成果（結果）〈実施事業の内容・実績、実施した結果生まれた新たな課題等〉】        

 

別紙成果パネル 

 

【評価〈目標の達成度〉、数値の検証等】                          

 

別紙成果パネル 

 

【今後の進め方〈波及効果を含めて〉をどうするのか】                    

 

別紙成果パネル 
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①「ナノファイバー吸着材開発」研究部会 
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②「柑橘果皮抽出物を利用した犬向けスキンケア製品の新規開発」研究部会 
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③「新たな微生物固定化担体開発プロジェクト」研究部会 
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④「表面形状に富んだ生地を用いたアパレル製品」研究部会 
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⑤「砥部焼と手すき和紙原料のコラボによる新しい器作り」研究部会 
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（別紙２－③） 

 

３．助成対象事業の成果（結果） 

 

【事業名】えひめ中小企業等アクティブ・サポ－ト事業 

（えひめのリーディング企業創出支援事業）Ａ事業② 

 

【目的〈課題認識、方向性、目標、事業実施計画等〉】                    

 

本県においては、地域経済の持続的発展を図るため、将来的に県経済を牽引する成長志向型企

業の創出・育成が重要な課題となっている。 

一方で、多くの中小企業では、自社の強みを活かした成長戦略の明確化や付加価値向上に向け

た取組みが十分に進んでいない状況があり、地域経済を牽引する中核企業の育成が求められてい

る。 

このため本事業では、将来性の高い企業を「愛媛県リーディングチャレンジ企業」として認定

し、専門家等による伴走支援を行うことで企業の成長を支援する制度を実施した。 

本事業では、成長志向企業の掘り起こし、制度活用の促進、付加価値向上への意識醸成を目的

として、 

・制度周知のための広報活動 

・成長戦略の検討を促す実践セミナー 

・WEB サイト及び WEB 広告による情報発信 

を実施し、えひめのリーディング企業候補となる企業の発掘・育成を図ることとした。 

 

 

【成果（結果）〈実施事業の内容・実績、実施した結果生まれた新たな課題等〉】        

 

＜リーディングチャレンジ企業認定・伴走支援事業＞ 
(1) 事業概要 

愛媛県において、賃上げや生産性向上に取組み、将来的な成長が期待される企業を「愛媛県リー

ディングチャレンジ企業」として愛媛県知事が認定。 

当財団が運営する総合経営相談窓口「CONNECT えひめ」の連携支援コーディネ－タ－を中心に、チ

－ムえびす支援拠点と連携して支援チ－ムを組成し、認定企業に対して、最大２年間にわたる伴走

支援を開始した。 

■令和７年度の目標ＫＰＩ 

 目標ＫＰＩ 達成状況 

認定企業数 愛媛県知事が認定する中小企業者：１０社/年程度 認定済み：１１社 

■支援対象者 

  ・将来、地域経済を牽引する企業へと成長しようとする意欲が高く、3 年間で付加価値額を直近か

ら 12％以上向上することを目指し、目標設定している者 

・県外需要獲得による成長を目指す者 

 ■認定・伴走支援期間 

  認定：認定日から３年間 

  伴走支援：認定日から最大２年間 

 

 
(2) 認定申請企業募集チラシデザイン業務 

①業務の内容 

えひめのリーディング企業創出支援事業の実施にあたり、愛媛県内の地域経済をリードすると

ともに成長意欲があり、3 年間で付加価値額を直近から 12％以上向上することを目標設定として

いる県内中小企業者を募集するためのチラシを制作した。 

②選定業者 

松山市南久米町 103-9 
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   株式会社ニコネクト 代表取締役 森田 晴夫 

③業者選定理由 

   県内資本の業者であり、過去、当財団と契約締結し、納期、納品、品質等について契約どおり

遵守した実績を持ち、適当と認められたことから。 

④仕様 

ア サイズ Ａ４（両面フルカラ－） 

イ 内 容 ・本事業の概要 

       ・募集受付期間、申請方法、提出書類等 

       ・事業スキ－ム図 

       ・その他、制作に必要であると思われること 

ウ 納 品 ＡＩ，ＰＤＦ 

 

(3) チラシ印刷及び県下商工会議所等への配送業務 

①業務の内容 

標記事業ならびに「えひめリ－ディングチャレンジ企業実践セミナ－」を県内幅広く周知し、

認定企業やセミナ－参加者の募集を図るため、県下商工会議所会報誌、愛媛県商工会連合会広報

誌、松山法人会広報誌へのチラシ折込みサービスを利用することから、チラシ（２種）の印刷お

よび各所へのチラシ配送業務を実施した。 

②契約業者 

松山市小坂１-７-１４ 

   第一印刷株式会社 代表取締役 西原 秀紀 

③業者選定理由 

   県内資本の業者であり、これまで当財団の「チームえびす支援成果事例集」などの印刷等につ

いて、納期、納品、品質、配送等について遵守し、かつ問題のない先を選定した。 

④仕様（印刷の規格・品質等） 

ア 印刷部数    80,000 部 

愛媛県リーディングチャレンジ企業募集チラシ（40,000 部） 

えひめのリーディングチャレンジ企業実践セミナ－チラシ（40,000 部） 

イ 規  格    Ａ４ 両面カラ－ 

ウ 品  質    コ－ト 90kg 

エ 印刷デ－タ   当財団から提供 

 

(4) えひめのリーディング企業創出支援事業のチラシ折込み業務 

①業務の内容 

   標記事業ならびに「えひめリ－ディングチャレンジ企業実践セミナ－」について、県内の事業

者に幅広く周知し、認定企業の募集、セミナ－の集客を図るため、愛媛県下商工会議所会報誌な

らびに愛媛県商工会連合会広報誌、松山法人会広報誌のチラシ折込みサービスを利用し周知を

図った。 

②折込みチラシ内容（２種） 

  「愛媛県リーディングチャレンジ企業募集」チラシ 

  「えひめリ－ディングチャレンジ企業実践セミナ－」チラシ 

 

(5) えひめのリーディング企業創出支援事業の広報業務 

①業務の内容 

経済紙を利用し、「えひめのリーディング企業創出支援事業」及び「えひめリーディングチャレン

ジ企業実践セミナ－」を県内の事業者に幅広く周知し、認定企業の募集、セミナ－の集客を図っ

た。 

②広告掲載誌  愛媛経済レポ－ト 

（総発行部数）  10,000 部 

（発行日）    毎週月曜 

③広告サイズ 

認定企業募集の広告・・・記事中 1/2Ｐ×9回 

   セミナ－の広告  ・・・記事中 1/2Ｐ×4回 
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⑤広告掲載日（発行日） 

 認定企業募集の広告 セミナ－の広告 

1 回目 9 月 8日 8 月 25 日 

2 回目 9 月 22 日 9 月 8日 

3 回目 10 月 6 日 9 月 22 日 

4 回目 10 月 20 日 10 月 6 日 

5 回目 10 月 27 日  

6 回目 11 月 10 日  

7 回目 11 月 17 日  

8 回目 12 月 1 日  

9 回目 12 月 8 日  

⑥選定業者 

松山市千舟町 4丁目 5-4 

株式会社愛媛経済レポ－ト 代表取締役 行定 千織 

⑦選定理由 

愛媛経済レポ－トは、県下全域、幅広い業種で多くの経営者やビジネスパ－ソンに愛読されて

いる経済情報誌である。定期購読している会社では社内で複数人が閲覧しているとともに、週刊

発行であるため社内回覧のルーティンも定着している。 

同誌を利用することで、経営者のみならず多くの従業員へ広く情報周知を図ることができる。 

 

(6) えひめリーディングチャレンジ企業実践セミナー業務 

令和 7 年 11 月 25・26 日の 2 日間にわたり、「付加価値を高める！えひめリーディングチャレンジ

企業実践セミナー」を松山市内で開催した。県内中小企業者の経営者・経営幹部・後継者等、23 名

が参加し、自社の強みを見つめ直し、付加価値向上に直結する具体策を学んだ。 

①セミナーの目的 

人口減少や市場縮小という厳しい経営環境の中、単純な「量の成長」から脱却し、付加価値を

高める「質の成長」を実現するための実践的なノウハウを提供することを目的に開催した。参加

者が自社に持ち帰り、すぐに取り組める具体的な戦略や現場運用のヒントを中心にセミナ－を構

成した。 

②開催概要 

日  時：令和７年 11月 25 日（火）・26日（水） 

会  場：テクノプラザ愛媛 中会議室（松山市久米窪田町 337-1） 

参加者数：23名 

講  師：中川 功一（株式会社やさしいビジネスラボ 代表取締役） 

共  催：(独)中小企業基盤整備機構 四国本部 

プログラムの主な内容： 

（１日目）自社理解と売上戦略 

・開講式・オリエンテ－ション 

・自社の状況分析（SWOT 分析・グループワーク等） 

・売上アップの新戦略（付加価値向上の観点からの売上拡大手法の検討） 

まずは SWOT 分析を通じて、参加者各社が自社の「見えていなかった強み」や「課題」を洗い

出した。グループワークでは、異業種の参加者同士が率直な意見交換を行い、新たな市場機会

や差別化アイデアが多数生まれた。 

（２日目）財務視点での効率化と現場の自走化 

・効率化と費用削減（財務データの活用、管理会計の視点による戦略的コストダウン） 

・現場自走力アップのための人的資本経営（主体的行動を促す組織づくりと戦略実行力の向上） 

管理会計の基礎を用いて、どの活動が付加価値を生んでいるかを数値で把握する演習を実施。
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単なるコストカットではなく、「戦略的コストダウン」の考え方を学んだ。さらに、人的資本経

営について、現場が主体的に動く仕組みづくりの方法を具体的に解説した。 

③成果 

   人口減少・市場縮小が進む地域経済環境において、県内企業が持続的成長を遂げるためには、

「売上の量的拡大」から「付加価値向上による質的成長」への転換が不可欠であり、本セミナー

では、県内企業の付加価値経営を実践的に支援することを目的として、①自社理解、②売上向

上・費用削減、③現場の自走化の３要素について体系的に習得する機会が提供できた。 

また、本セミナーの参加者の中には、今後県内企業のモデルとなり得る成長ポテンシャルを有

する企業も見られたことから、令和 8 年度以降の「愛媛県リーディングチャレンジ企業」認定に

向けた企業の発掘につなげていくためフォロ－アップしていくこととする。 

地域に根差す中小企業が、付加価値を高めて地域経済を支えていくことは、私たちの暮らしや

地域の未来につながる。今回のセミナーは、そのための第一歩を踏み出す場となった。 

今後も県と支援機関が連携し、地元企業の成長を支えていくこととする。 

 

(7) えひめリーディングチャレンジ企業実践セミナ－チラシデザイン制作業務 

①業務の内容 

付加価値向上や事業拡大への挑戦意識を高め、本県経済を牽引するリーディング企業の創出・

育成を図ることを目的としたセミナ－を開催するため、同セミナ－のチラシデザインを制作した。 

専門のデザイナーに委託することで美しく魅力的なデザインの制作が期待され、セミナ－への

関心・興味を引き付け、参加動機を喚起する役割を果たすと考えられたことから。 

 ②仕様 

   ア サイズ：Ａ４（両面フルカラ－） 

イ 内 容： 

     ・セミナ－タイトル、内容（開催日時、開催方法、開催場所、内容等） 

     ・講師・登壇者のプロフィ－ル（写真等） 

     ・公益財団法人えひめ産業振興財団（テクノプラザ愛媛）の情報 

（住所、電話番号、メールアドレスなど） 

     ・申込二次元コード 

     ・「本事業は、公益財団法人全国中小企業振興機関協会の中小企業地域資源活用等促進事業

を活用しています。」の文言 

③提案等 

ア 本件受託者から３案のデザインを提案があった。 

     （本セミナ－は、付加価値向上や事業拡大への挑戦意識を高め、本県経済を牽引するリー

ディング企業の創出・育成を図ることを目的とした内容を想定しており、セミナ－への

関心・興味を引き付け、参加動機を喚起するようなデザイン） 

イ 財団と協議の上、最終デザインを決定した。 

④成果物の納品 

納品方法：AI、PDF、JPEG 形式 

⑤選定業者 

   東温市則之内乙 2233-23 

   合同会社 and  代表社員 上林 賢次 

 ⑥業者選定理由 

  ・県内資本の業者であり、過去、当財団愛称ロゴデザインに関する契約実績があり、納期、納品、

品質等について契約どおり遵守した実績を持ち、適当と認められた。 

  ・県内大手企業との取引実績を多数有しているなど社会的信頼がある。 

・デザインの分野に精通した専門家から推薦された業者であり、業務の質にも信頼を置くことが

できた。 

 

(8) CONNECT えひめ WEB サイト構築・運営ならびに WEB 広告配信等業務 

①業務の目的 

CONNECT えひめ WEB サイト構築・運営に必要となる高度な専門的知識を要する業務を委託し第三

者に委託して、WEB サイトの有効利用及び県内中小企業者等への支援サービスの円滑な推進を図っ

た。 
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1) CONNECT えひめ WEB サイト構築・運営業務 

■認定企業募集概要、スキ－ム、問合せフォーム作成 

■認定企業概要、テンプレ－ト等掲載 ・・・・10 件 

■イベント情報の更新        ・・・・２回 

■NEWSの更新             ・・・・２回 

■認定企業の掲載          ・・・・10 件 

■その他、軽微な修正作業等 

2) WEB 広告配信の実施 

■Google／リスティング広告 

■Meta／バナ－広告 

（ターゲット詳細） 

・地域：愛媛県内全域 

・デバイス：スマートフォン・パソコン・タブレット端末 

・ターゲティング： 

サイトリマーケティングの他、愛媛県リ－ディングチャレンジ企業として認定を受けよう

とする愛媛県内の中小企業者およびスタートアップ企業へのリーチに最適なオーディエン

ス設定、ターゲティング設定とした。 

（クリエイティブ制作等） 

・ディスプレイ広告配信用の静止画および広告文を作成した。 

・広告クリックのランディングページは、connect-ehime.com内とし、広告効果を高めるため

の施策や、広告効果を測定するためのコンバージョン（CV）ポイントを設定した。 

②選定委託先 

   愛媛県松山市三番町 6-3-4 

   ㈱中国四国博報堂愛媛支社 執行役員支社長 松浦 隆文 

③委託した理由 

株式会社中国四国博報堂愛媛支社は、令和４年度より「CONNECT えひめ」WEB サイトを制作し、

対象 URL：https://connect-ehime.com/のサ－バ－、ドメインの運営管理を同社が行っている。 

認定企業の募集、セミナ－の集客にはSNS広告を利用し、その問合せ・申込み先を同WEBサイト

に遷移させることから、専門知識を豊富に有する同社に委託することが、事業全体の執行を円滑

に進める上では必要不可欠であったことから。 

 

 

【評価〈計画と比較した目標の達成度〉、分析（実施した結果新たに生じた課題、数値の検証

等）】 

 
①KPI 達成状況 

本事業においては、愛媛県知事認定企業数について、目標10社に対し11社を認定し、目標を上

回る成果を達成した。 

紙媒体（チラシ 80,000 部配布）、経済誌広告（計 13 回掲載）、WEB 広告等を組み合わせた多面的

な広報を展開した結果、県内企業への認知度向上と応募母集団の形成につながった。 

②認定企業の発掘・質の確保 

認定企業については、 

・付加価値額 12％以上向上という明確な成長目標 

・県外需要獲得による外貨獲得志向 

・経営者の高い成長意欲 

を有する企業を選定しており、将来的に地域経済を牽引するポテンシャルの高い企業群を確保し

た。 

また、実践セミナーの開催（参加者 23 名）により、付加価値経営に対する理解促進とともに、

次年度以降の認定候補企業の掘り起こしにもつながった。 

③伴走支援体制の構築と機能発揮 

認定企業に対しては、CONNECT えひめを基盤として、連携支援コーディネーターを中心に「チー

ムえびす支援拠点」と連携した支援チームを組成し、認定企業ごとに最適な支援体制を構築した。

これにより、 

公益財団法人えひめ産業振興財団



 

- １５ - 

・個社の経営課題に応じたオーダーメイド型支援 

・専門機関・専門家との迅速なマッチング 

・継続的な伴走支援の実施 

が可能となり、単発支援ではなく中長期的な成長支援の仕組みが確立された。 

④付加価値向上に向けた具体的取組の進展 

認定企業に対する伴走支援により、各社において以下のような付加価値向上に向けた取組が開

始・進展した。 

・自社の強みの再定義（SWOT 分析等） 

・高付加価値商品の開発・既存事業の高度化 

・連携支援コーディネ－タ－が導入したツ－ルによる収益構造の可視化 

・生産性向上・業務効率化の取組 

・人的資本経営の導入による組織力強化 

これにより、付加価値額向上（3 年間で 12％以上）という成果目標の達成に向けた具体的な実

行フェーズへ移行している。 

⑤将来成果 

本年度は認定および伴走支援の開始年度であるが、各認定企業においては既に付加価値向上に

向けた具体的取組が着手されており、生産性向上、賃上げ原資の確保、県外需要の獲得といった

成果創出に向けた基盤が整備された。 

本事業により、成長意欲の高い企業の発掘から認定、伴走支援までの一貫した支援スキームを

確立するとともに、付加価値向上に向けた具体的取組を各社で着実に始動させることができ、県

内中小企業のリーディング企業化に向けた基盤構築に寄与した。 

一方で、今後の課題として、成長志向企業層へのより効果的な情報発信やセミナー参加企

業から認定申請への転換率向上、認定企業の取組成果の可視化などが挙げられる。 

 

 

【今後の進め方〈波及効果を含めて〉をどうするのか】                    

 

今後は、認定企業への伴走支援を通じて企業成長モデルを構築するとともに、その成果を広く

発信することで制度の認知度向上を図る。 

また、成長志向企業の掘り起こしセミナーの継続開催、認定企業の成功事例の情報発信、WEB・

SNS を活用した広報の強化等に取り組むことで、リーディング企業制度の活用をさらに促進する。 

これにより、成長志向企業の創出や県内企業の付加価値向上、地域経済を牽引する中核企業の

育成につなげ、本県経済の持続的発展に寄与していく。 
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